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1. はじめに 

 

半導体関連の研究施設や精密工場では，振動に対して

極めて敏感な機器が稼働している。これら施設の近傍で

新棟建設や既存棟の増改築を行う場合，工事振動が各種

機器に影響を及ぼすことがないように，十分に留意しな

がら施工を進めることが要求される。具体的には，振動

が発生した際の迅速な状況報告，場合によっては，振動

低減策の提案が求められる。 

この様な要求へ対応するために，2004 年に工事振動監

視システム「ゆれ番人®」を開発し，これまでに 80 件以

上の現場に適用している。また，現場適用を通じて得ら

れた改善要望に対して，システム改良や機能強化を行っ

ている 1)。一方で，システムの管理や運用，測定データ

の分析や整理などの省力化，および利用者の利便性向上

が新たな課題として挙がっていた。そこで，これらの課

題解決を目的として，クラウドサーバ上で稼働する「振

動監視支援システム」を開発し，現場適用を行った。 

本報では，工事振動監視システム「ゆれ番人」と WEB

アプリ「振動監視支援システム」について紹介する。 

 

2. 工事振動監視システム「ゆれ番人」 

 

2.1  システム概要 

「ゆれ番人」による工事振動監視の概念図を Fig. 1 下

段に示す。工事振動の多くは地盤を介して既存棟の嫌振

エリアに伝わる（①）ため，振動センサーを嫌振エリア

に設置し（②），監視装置本体（③，Photo 1）と接続して

いる。監視装置本体は，振動の常時測定，リアルタイム

周波数分析，警報判定を行い，警報が発生したと判断さ

れた際には，警報灯を鳴動させる（④）と共に，無線で

通知を行う（⑤）。警報灯の鳴動については，嫌振エリア

内や工事事務所内など，複数箇所で確認できるように，

複数台の子機を設置することにも対応している。一連の

システムにより，迅速な工事振動の把握と現場への是正

指示を実現している。 

 

2.2  機能概要 

「ゆれ番人」は，開発当初から 1) 長期間安定して稼働

すること，2) 誤報を少なくすること，3) 測定データを全

て保存することを重視して設計されている。その後，4) 

多段階の警報判定，5) 警報灯のスケジュール稼働，6) 停

電時自動停止／復電後自動起動，7) 携帯無線電波を利用

した VPN 接続によるメール通知，8) リモート管理 の各

種機能が実装されている。これらに加えて，「ゆれ番人」

の稼働ログや測定データの一部をクラウドサーバへ自動

送信する機能を実装し，システムの死活管理，測定デー

タ保存の多重化など，振動監視装置としての動作安定性

と信頼性の向上を実現している。 

 

Fig. 1 工事振動監視の概念図 
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3. 「振動監視支援システム」 

 

3.1  システム概要 

「ゆれ番人」のシステム管理や運用，測定データの分

析や整理など，振動監視に関わる労務の省力化を図ると

共に，利用者の利便性向上，情報共有の迅速化を図るた

めに，「振動監視支援システム」を開発した。 

本システムは，「ゆれ番人」の動作ログや測定データを

保存・集計・検索するデータベースと，PC やタブレット

端末からグラフやリストの閲覧を可能とする WEB アプ

リから構成されており，いずれもクラウドサーバ上に構

築している(Fig. 1 上段)。クラウドサーバを用いることで，

維持管理コストの低減を実現すると共に，処理能力や保

存容量の柔軟な拡張性を確保している。 

 

3.2  WEBアプリの概要 

WEB アプリで閲覧可能な情報の一部を紹介する。 

振動監視では，振動発生概況とシステムの死活状況の

管理が重要となる。そこで，1 か月毎の状況を俯瞰する

ための画面を作成した(Fig. 2)。これにより，予期せぬ電

源トラブルや機器不具合によるシステム停止を早期に発

見できるようになり，従来に比べ，復旧対応の迅速化が

大幅に向上している。 

振動発生概況及び死活管理画面の赤色と黄色のセルは，

設定した警報値と注意値を超える振動が発生したことを

意味している。これらセルをクリックすると，振動の発

生を検知した日時，センサー，方向を示したリストが表

示され，振動の発生頻度などの傾向分析が行える(Fig. 3)。 

振動発生日時リストの赤色と黄色のセルをクリックす

ると，測定データの周波数分析結果のグラフが表示され

る(Fig. 4)。グラフは，警報値／注意値／測定値を表示し

ており，測定値は過去のデータを表示するほか，リアル

タイム表示にも対応している。これにより，現場担当者

が現地で工事状況を見ながら，タブレット端末等で振動

発生状況を確認することが可能となった(Photo 2)。また，

遠隔地の支援部門担当者も状況確認が可能となったため，

振動発生作業の特定や振動対策実施後の効果確認を容易

に行うことができるようになった。 

工事振動監視は一般的な振動測定に比べ，長期間に亘

ることが多い。そこで，工事期間中の振動発生回数の集

計結果を表示する機能も実装している(Fig. 5)。 

上記機能の他，日々の振動発生状況を把握するための

レポートファイルの自動作成，WEB アプリに関わるユー

ザやデータなどの各種管理機能も実装している。 

 

4. おわりに 

 

「ゆれ番人」と「振動監視支援システム」を紹介した。

複数の現場への適用を通じて，省力化や情報共有の迅速

化に対する効果を確認し，従来よりも信頼性が高く，高

品質な振動監視が可能であることが実証された。 
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